
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

                生えて困る草を 勝手に雑草と呼んでいました                                どう生きるかが問題ではない 何のために生きるのかが問題である                 

     部⾧ 藤直子 

 5 月２8 日（日）午前９時３０分より浄教寺（高月町東阿閉） 

にて、「おてらであそぼ みんなであそぼ ナニしてあそぶ？」 

（主催・青少年部会）の第 4 回目が開催され、こども園児から大人 

まで 38 名の参加がありました。 

 第４回目は「ナゾときゲーム―モコ 2 号救出作戦―」を行い 

ました。参加者には「ナゾときセット」（内容は「ナゾの紙」 

と「地図」）が配られ、カギのかかったかごに囚われたモコ 2 号（犬のぬいぐるみ）を助けるため

に、ナゾを解きつつ村の中にある複数のチェックポイントを巡ってカギの暗証番号を見付ける、と

いったウォークラリーを行いました。この行事では、浄教寺のお寺の方々やご門徒の方々にゲーム

中の子どもたちの見守りなどのサポートをしていただきました。「たくさん歩かなくてはいけない

から、疲れる」といった声もありましたが、子ども達は楽しそうにゲームに取り組んで、全員が最

後のチェックポイントまでたどり着くことができました。 

長浜別院「夏中」(７月)法話者 暁天講座は午前６時２０分、「夏の御文」午前９時 

  ２日(日) 川那部龍司氏 東阿閉・浄教寺 堀澤 俊行氏 米原市上野・念願寺 
  ３日(月) 河崎 顕祐氏 朝日町・覚應寺 早嵜 和典氏 早崎町・要誓寺 
  ４日(火) 蜂屋 良生氏 八幡中山町・徳満寺 雨森 慶為氏 三川町・頓證寺 
  ５日(水) 伊藤 真希氏 湖北町八日市・真願寺 藤本  有氏 湖北町猫口・浄福寺 
     
                        

五村別院「夏中」(８月)法話者 暁天講座は午前６時２０分、「夏の御文」午前９時 

5 日(土) 神坂 恵行氏 東上坂町・浄圓寺 藤邉 匡文氏 谷口町・南流寺 
  ６日(日) 禿子 慈孝氏 米原市北方・通来寺 森  清隆氏 高月町雨森・本光寺 
  ７日(月) 堀   匠氏 新居町・圓光寺 北辺 禎雄氏 大寺町・西教寺 
  ８日(火) 美濃部俊道氏 木之本町千田・来入寺 法雲 俊邑氏 米原市甲賀・観行寺 

第 5 回「お寺のみらい ―お寺の役割、同朋会の願い」 
6 月１７日（土）１８時３０分から、明徳寺（木之本町黒田）において、第 5 回目の同朋の会推

進講座が開催されました。組内 13 ヶ寺から 25 名が出席されました。 
 今回は、「聴く」と「対話」がテーマで、ロールプレイ（現実に起こる場面を想定して、複数の
人がそれぞれ役を演じ、疑似体験を通じて、ある事柄が実際に起こったときに適切に対応で  
                                         きるようにする学習方法の一つ）の研修をいたしまし

た。講師の速水馨氏のご指導の下、西野組教導 
                        を中心に若手のスタッフと受講者の方が一体となって

有意義な学びとなりました。次回は最後の後期講習に
なり、京都の東本願寺同朋会館で行われます。 

                     本講座は、現代社会を 1 人の人間として生きていく
うえで「仏教は何を教えるのか」「生活と仏法の接
点」という課題にこたえて開かれる集いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「組同朋大会」に８０名が集う 
                                  （取材・広報部） 

 去る６月 11 日（日）午後 2時より、24 組「同朋大会」が木之本スティックホールで開催され、

組内 18 ヶ寺から 80 人が集いました。ステージ中央には「御本尊」が掛けられていました。 

 開会式は、真宗宗歌斉唱の後、髙橋組長の挨拶があり、続いて西野組教導から、「新型コロナウ

イルス感染によって生活が大きく変化しましたが、感染拡大が少し収束に向かい始め、日常生活と

共にお寺や組の行事も本来に戻りつつあります。この危機を通して、真宗門徒またお寺として本当

に大切にすべきことは何かということが問われました。念仏生活をすることの意味を再確認しまし

ょう」と大会の趣旨説明がありました。 

 講師は、澤面宣了氏（長浜市相撲町 浄願寺住職）で、「ここに真宗門徒あり～ともに生かされ

て～」をテーマにお話をしてくださいました。湖北地方の真宗門徒の家は、仏さまの家（念仏道場）

としての造りになっている。その意味を今一度確かめ相続していってほしいと言われました。妙好

人のお 1人である砺波庄太郎氏の言葉、「あなたがた、決して我が家にお内仏があるとか、我が家

に仏さまを安置するとおもうてはなりませぬぞ。仏さまの家に私が住まわせて頂くとおもいなさ

い。」を紹介され、とても大切なことを学びました。 

 「お仏壇」と「お内仏」の違いや、真宗門徒の在り方など、体験談を交えながらご教示ください

ました。「お内仏」を中心とした生活が希薄になっている現代、私たちが本当に大事にしなければ

ならないことは何なのか、改めて問うていかなければならないと述べられました。 

 閉会式では、山岡組門徒会長の挨拶があり、恩徳讃を斉唱して散会となりました。 
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髙橋組長のあいさつ 
澤面講師の法話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                                                                                                                                  

      

 組合唱団「山河サンガ」結成５周年演奏会 
       
 

 去る 6 月 4 日（日）午後 1 時 30 分から、24 組合唱団「山河サンガ」結成 5 周年、並びに混声合

唱団「かがやき」結成 7 周年記念合同演奏会が、「仏教讃歌をあなたに」をテーマとして、木之本

ステックホールで開催されました。 

 米原市や他町からもたくさんの方がお越しくだされ、240 名の来場者となりました。開会式の前

に、緞帳が降りたままステージの前に出て、両団所属の男性 7 人等が男声合唱曲「礼讃無量寿」を

歌われました。スポットが当てられ無伴奏での歌声は、とても素晴らしいハーモニーで、多くの方

のサプライズとなりました。緞帳が上がり、開会式では、「山河サンガ」団長の久保治美さんから

挨拶があり、令和 2 年に計画し、コロナ禍の中でこの日を迎えられた喜びを述べられました。続い

て長浜教務所長の宮戸弘氏からお祝いの言葉がありました。 

 最初のステージは「山河サンガ」の演奏で「弥陀大悲の誓願を」など 5 曲が披露されました。司

会は田川恵美さんで、曲目の意味なども紹介され、とても聞きやすい構成になっていました。団員

は 30 名ほどで、初めてのステージという方もおられましたが、素晴らしい演奏に大きな拍手が響い

ていました。                            

 続いて混声合唱団「かがやき」の演奏がありました。この合唱団は、長浜教区内の住職、坊守、

門徒で組織され団員は 24 名でした。「なんまんだぶつの子守歌」など 5曲が歌われました。講師の

平田先生が作曲された曲も披露され、感動しました。最後に「山河サンガ」の団員も加わり、合同

で「回向」の曲を合唱されました。音楽法要で歌われる曲で、来場者も一緒になって歌っておられ

たのが印象的でした。 

 両合唱団の演奏が終わり、第二部では、作曲家の平田聖子氏の講演を拝聴しました。「親鸞のこ

ころを音楽で」をテーマとしてお話しくださいました。ピアノを弾きながら新曲(一子のごとく憐年

す)などを披露され、とても和やかな雰囲気の中で、仏教讃歌の味わいを堪能しました。念仏「南無

阿弥陀仏」を、自然豊かな旋律に乗せ、曲ごとに変化を持たせた作風の作品は、日本の宗教曲とし

て各寺院はもとより、コンサートホールや海外でも広く愛され演奏されています。そのような先生

をお迎えしての講演はとても意義あるものでした。閉会式では、「かがやき」の団長秦信映氏から

お礼の言葉があり、散会となりました。 

 開催に当たっては組の行事として位置づけ、髙橋組長や山岡組門徒会長、そして組教化委員の方々

が多数全面協力してくださいました。多くの方々の支援に支えられた素晴らしい演奏会だったと思

います。今後の益々のご活躍を念じます。 （取材・広報部） 

 【 】コロナ感染状況によって変更される場合があります。 

浄教寺 東阿閉 墓参会 8 月 12 日（土）11 時 副住職 

恩覚寺 西阿閉 墓参り 8 月 11 日（金）14 時 住職 

覚勝寺 西阿閉 墓参法要 8 月 11 日（祝）14 時 住職 

了覚寺 熊野 永代経 7 月 15 日（土）9時  

  お墓参り 8 月 11 日（金）11 時  

充満寺 西野 墓参会 8 月 11 日（金）10 時 住職 

覚念寺 松尾 お盆会 8 月 13 日（日）8時 30 分 住職 

教覚寺 重則 お盆会 8 月 13 日（日）10 時 住職 

圓行寺 西柳野 廿日講 7 月 16 日（日）9時 30 分 浄教寺住職 

  学区追弔会 7 月 30 日（日）10 時 住職 

  墓参り 8 月 13 日（日）10 時 住職 

隨願寺 柳野中 お墓参り 8 月 13 日（日）11 時 住職 

妙覚寺 東柳野 お墓参り 8 月 12 日（金）11 時・16 時 住職 

梅龍寺 磯野 お墓参り 8 月 13 日（日）8 時 住職 

本宗寺 磯野 お墓参り 8 月 13 日（日）8 時 秦信映氏 

双林寺 西物部 墓参 8 月 12 日（土）11 時 住職 

猶存寺 布施 墓参り 8 月 13 日（日）9時 30 分 佐藤義成氏 

長照寺 唐川 墓参法要 8 月 10 日―10 時・11 日―6 時・10 時 高岡淳氏・住職・副住職 

圓常寺 千田 お墓参り 8 月 13 日（日）  

  永代経 8 月 27 日（日）10 時（秦信映氏）・13 時 30 分 （湖北オーケストラ） 

来入寺 千田 墓参り 8 月 13 日（日）10 時 住職 

明楽寺 木之本 文月講演会 7 月 9 日（日）13 時 30 分 英月氏 

  お墓参り 8 月 8 日・11 日―10 時 30 分  14 日― 7 時 30 分 

明徳寺 黒田 お墓参り 8 月 12 日（土）5 時 30 分・13 時 住職 

誓海寺 大音 盂蘭盆会 8 月 15 日（火）10 時 几恵憲氏 

樹徳寺 田居 墓まいり 8 月 11 日（金）10 時 楳山正樹氏 

明源寺 今市 墓参り法要 8 月 12 日（土）11 時 住職 

景好寺 柳ケ瀬 お盆会 8 月 14 日（月）10 時 秦信映氏 

 
 去る 6月 17 日(土)午後 1 時 30 分より、長照寺（高月町唐川） 

において、2022 年度の総会を開催しました。組内から 15 ヶ寺 

25 名の出席者の下、勤行の後、組長・組門徒会長の挨拶があり、 

2022 年度事業報告並びに決算報告、引き続き 2023 年度の事業計 

画案、予算案を審議していただぎ、全て異議なく承認可決されま 

した。総会の後、明徳寺前住職の秦信映氏から、「真宗門徒の生 

活」をテーマとして講話をしていただきました。私たちは本当に真宗の門徒になれているのだろう

かと問いかけられ、改めて今の生活を見直させていただく機会となりました。 

 最後の 1 年の任期となりましたが、代表者としての役割を果たしていきたいと思っています。 
 「山河サンガ」の演奏 

平田先生の講話 
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